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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

迅速かつ簡便に一般公衆の被ばく線量を推定し、その後の治療方針を

決めるトリアージ（識別救急）に用いることができる指標となる放射線

被ばく生体応答性バイオマーカーの有無を検討し、それら分子の実用化

に向けた基盤研究を行う。 

 

２．総合評価 

 B 
・９週齢の B6C3F1 雌雄マウスを 0.25Gy～6Gy の γ線で全身照射し、経

時的に採取した尿検体から、バイオマーカー候補タンパク質として

adipsin と hepcidin2 を見出すなどの成果を挙げた。しかし残念ながら

マウスで見つかった候補遺伝子 hepcidin2 はヒトにはない遺伝子であ

ったので、直ちにヒトの被ばく線量推定としてのバイオマーカーの有効

性確認までには至らなかった。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


